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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 2日 (2005.11.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 ９ に 記 載 の に お い て 、 前 記 コ ラ ム 方 向 に 隣 接
す ラ ン ジ ス タ の 前 記 ソ ー ス ・ ド レ イ ン 領 域 が 共 通 で あ り 、
　 ロ ウ 方 向 に 隣 接 す る 前 ラ ン ジ ス タ 同 士 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル ゲ ー ト を 共 有 し 、 か つ
、 前 ラ ン ジ ス タ 間 の 前 記 ソ ー ス ・ ド レ イ ン 領 域 を 共 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 メ
モ リ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 28(a)～ (d)は 、 こ の セ ル ト ラ ン ジ ス タ １ で 達 成 し 得 る ４ 値 状 態 を 示 す 。 “ (1、 1)” 状
態 （ 図 28(a)参 照 ） は 、 左 右 の い ず れ の ビ ッ ト に も 電 子 が 蓄 積 さ れ な い 。 そ し て 、 “ (0、 0
)” 状 態 （ 図 28(d)参 照 ） は 、 左 右 の 両 ビ ッ ト に 電 子 が 蓄 積 さ れ る 。 こ う し て 、 セ ル ト ラ ン
ジ ス タ １ で は 、 ビ ッ ト の デ ー タ を 書 き 込 む こ と が で き る 。 た だ し 、 こ の 書 き 込 み 方 法 は
、 ホ ッ ト エ レ ク ト ロ ン を シ リ コ ン 窒 化 膜 ５ に 注 入 す る た め に 、 コ ン ト ロ ー ル ゲ ー ト ７ に 高
電 位 V G 1 を 印 加 す る 必 要 が あ る 点 で 好 ま し く な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 電 荷 注 入 動 作 を 行 な う 理 由 は 次 の 通 り で あ る 。 デ ー タ の 書 込 み が 行 わ れ て い な い “ ”
論 理 状 態 に あ る フ ロ ー テ ィ ン グ ゲ ー ト (以 下 で は 「 未 書 込 フ ロ ー テ ィ ン グ ゲ ー ト 」 と 呼 ぶ
。 )に 対 し て 、 繰 返 し 多 数 回 の 過 消 去 を 、 電 荷 注 入 を 行 な う こ と な く 行 う と 、 未 書 込 フ ロ
ー テ ィ ン グ ゲ ー ト は 強 制 的 に 、 電 荷 (た と え ば 電 子 )を 抜 き 取 る 操 作 が 繰 り 返 し 行 わ れ る こ
と と な る 。 そ の 結 果 、 過 消 去 状 態 す な わ ち 飽 和 状 態 で 安 定 し て い た 未 書 込 フ ロ ー テ ィ ン グ
ゲ ー ト が 、 飽 和 状 態 を 越 え た 電 子 欠 乏 状 態 (以 下 で は 「 過 剰 消 去 状 態 」 と 呼 ぶ )に な り 、 し
き い 値 電 圧 等 が 変 化 す る 可 能 性 が あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 記 を 約 言 す れ ば 、 書 込 電 圧 V G を 低 減 す る に は 、 ii)
ト ン ネ ル 絶 縁 膜 の 静 電 容 量 を 大 き く し て 、 フ ロ ー テ ィ ン グ ゲ ー ト を ド レ イ ン 電 圧 に よ っ て
引 き 上 げ る か 、 iii)ゲ ー ト 絶 縁 膜 15cを 厚 膜 に す る か 、 ま た は iv)頂 面 13cに 高 抵 抗 領 域 13e
を 設 け れ ば 良 い 。 こ れ ら i)～ iv)を 任 意 に 組 み 合 わ せ る こ と で 、 上 述 の 利 点 を 得 る こ と も
で き る 。 i)～ iv)の い ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 書 込 電 圧 V G は 約 2.2V程 度 で 良 く 、 従 来 例 （
約 12～ 13V） よ り も 格 段 に 低 く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ・ １ 回 目 ・ ・ ・ イ オ ン 種 ： BF 2
　 　 　 　 　 　 　 　 加 速 エ ネ ル ギ ： 15(KeV)
　 　 　 　 　 　 　 　 ド ー ズ 量 ： 5.0× 10 1 1 (cm - 2 )
　 ・ ２ 回 目 ・ ・ ・ イ オ ン 種 ： BF 2
　 　 　 　 　 　 　 　 加 速 エ ネ ル ギ ： 45(KeV)
　 　 　 　 　 　 　 　 ド ー ズ 量 ： 5.0× 10 1 1 (cm - 2 )
　 ・ ３ 回 目 ・ ・ ・ イ オ ン 種 ： Ｂ （ ボ ロ ン ）
　 　 　 　 　 　 　 　 加 速 エ ネ ル ギ ： 20(KeV)
　 　 　 　 　 　 　 　 ド ー ズ 量 ： 6.0× 10 1 2 (cm - 2 )
　 ・ ４ 回 目 ・ ・ ・ イ オ ン 種 ： Ｂ （ ボ ロ ン ）
　 　 　 　 　 　 　 　 加 速 エ ネ ル ギ ： 40(KeV)
　 　 　 　 　 　 　 　 ド ー ズ 量 ： 5.0× 10 1 2 (cm - 2

　 記 ４ 回 の イ オ ン 注 入 に よ り 、 ｐ ウ エ ル 13は 、 図 31の よ う な ボ ロ ン 濃 度 分 布 を 示 す 。 図
31は 、 ｐ ウ エ ル 13の 表 面 か ら の 深 さ と 、 そ の 深 さ で の ボ ロ ン 濃 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ １ ５ １ 】
　 続 い て 、 図 17(a)に 示 す よ う に 、 露 出 面 全 体 に シ リ コ ン 酸 化 膜 29（ 膜 厚 は 約 20nm） を 形
成 す る 。 シ リ コ ン 酸 化 膜 29は 、 CVD法 に よ り 成 膜 さ れ る 。 次 に 、 17(b)に 示 す よ う に 、 シ
リ コ ン 酸 化 膜 29を 厚 み 方 向 に 異 方 的 に エ ッ チ ン グ す る 。 こ の エ ッ チ ン グ は 、 RIE (Reactiv
e Ion Etching)に よ り 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 29は 、 凸 部 13aの 側 面 13bに
形 成 さ れ た も の を 残 し て 、 除 去 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ９ ２ 】
　 ソ ー ス ・ ド レ イ ン に 印 加 さ れ た こ れ ら の 電 圧 値 に よ り 、 図 8(a)で 説 明 し た よ う に 、 セ ル
ト ラ ン ジ ス タ TC i , m , 0 に 第 １ の ド レ イ ン 電 流 Iｄ １ が 流 れ る 。 こ の 第 １ の ド レ イ ン 電 流 Iｄ
１ は 、 セ ン ス ア ン プ 128か ら ビ ッ ト 線 ゲ ー ト 122、 仮 想 接 地 線 V k + 1 、 ノ ー ド D、 ノ ー ド C、
偶 数 バ ン ク 選 択 ト ラ ン ジ ス タ STE i , m + 1 、 ビ ッ ト 線 BL m + 1 、 セ ル ト ラ ン ジ ス タ TC i , m , 0 、 ビ ッ
ト 線 BL m 、 偶 数 バ ン ク 選 択 ト ラ ン ジ ス タ STE i , m 、 ノ ー ド B、 ノ ー ド A、 仮 想 接 地 線 V k 、 ビ ッ
ト 線 ゲ ー ト 122の 順 に 流 れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ９ ５ 】
　 こ の 回 路 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の ド レ イ ン 電 流 Iｄ １ は 、 拡 散 層 か ら な る 高 抵 抗 の ビ ッ ト
線 BL m 、 BL m + 1 内 を 常 に 流 れ る と い う 訳 で は な く 、 目 的 の バ ン ク BNK i , m に 到 達 す る ま で は 低
抵 抗 の 仮 想 接 地 線 V k + 1 内 を 流 れ 、 目 的 の バ ン ク BNK i , m に 到 達 し て か ら ビ ッ ト 線 BL m + 1 を 流
れ る よ う に な る 。 そ し て 、 セ ル ト ラ ン ジ ス タ TC i , m . 0 を 流 れ た 後 、 第 １ の ド レ イ ン 電 流 Iｄ
１ は ビ ッ ト 線 BL m を 経 由 し て 仮 想 接 地 線 V k を 流 れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ４ ０ 】
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